
マ
ラ
ソ
ン
大
会

六
日
に
マ
ラ
ソ
ン

大

会

を

行

い

ま

し

た
。
走
り
始
め
か
ら

雨
が
運
動
場
を
周
回

し
、
学
び
の
丘
を
巡

る
コ
ー
ス
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
小
学

校
で
は
十
一
月
か
ら

業
間
の
休
み
に
運
動

場
を
周
回
し
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
備
え
て

き
ま
し
た
。

通
学
で
歩
く
距
離
が
短
く
な
っ
た
子
ど
も

が
多
い
本
校
で
は
、
体
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
子
ど
も
達
が
体
を
動
か
す
一
つ
の

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

天
気
の
悪
い
中
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
ご

来
校
い
た
だ
き
、
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
後
押
し
に
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

花
を
届
け
に

二
年
生
の
子
ど
も
達
が
一
〇
月
に
「
花
い

っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
で
、

パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
花
苗
を
ポ
ッ
ト
に
移

さ
さ
ゆ
り
学
園

能
勢
小
学
校

さ
さ
ゆ
り
第１３号

12 月 20 日

植
し
ま
し
た
。
そ
の

後
世
話
を
し
育
っ
た

花
を
、
町
内
の
障
が

い
者
・
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
が
利
用
す
る

施
設
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

一
日
目
（
一
七
日
）

は
、
五
つ
の
施
設
の

方
々
、
移
植
式
で
お
世
話
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
を
学
校
に
お
招
き
し
ま

し
た
。
二
日
目
（
一
八
日
）
に
は
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
施
設
を
訪
問
を
し
ま
し
た
。

両
日
、
お
手
紙
と
と
も
に
、
苗
か
ら
植
え

替
え
た
花
の
ポ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
て
、
詩
の

群
読
も
披
露
し
て
交
流
を
し
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
方
と
の
出
会
い
と
ふ
れ
合
い

が
、
子
ど
も
達
の
温
か
い
心
を
育
み
ま
す
。

人
権
と
平
和
の
集
い

町
が
主
催
す
る
「
人
権
と
平
和
の
集
い
」

が
二
日
、
淨
る
り
シ
ア
タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
六
年
生

が
、
こ
れ
ま
で
学

習
し
て
き
た
平
和

の
大
切
さ
を
、
修

学
旅
行
で
の
「
平

和
の
集
い
」
を
再

現
す
る
中
で
伝
え

ま
し
た
。
会
場
の

参
加
者
と
と
も
に

歌
っ
た
「
折
り
鶴

が
響
き
渡
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
に

は
平
和
の
担
い
手

と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権

を
考
え
る
機
会

と
し
て
、
二
年

生
の
子
ど
も
達

が
人
権
ポ
ス
タ

ー
、
四
年
生
が

人
権
標
語
を
作

成
し
ま
し
た
。

小
ホ
ー
ル
に
作
品
が
掲
示
さ
れ
る
と
と
も

に
、
入
賞
者
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
！

■
「
能
勢
町
人
権
と
平
和
の
つ
ど
い
」

【
人
権
ポ
ス
タ
ー
】

二
年

最
優
秀
賞

泉

篤
之
介
さ
ん

町
社
協
会
長
賞

坂
本

奏
芽
さ
ん

町
商
工
会
会
長
賞

中
嶋

季
穂
さ
ん

入
選

中
田
璃
子
さ
ん
・
長
岡

陽
さ
ん

藤
原
春
樹
さ
ん
・
松
野
凛
さ
ん

今
井
百
愛
さ
ん
・
大
原
碧
天
さ
ん

津
川
奈
々
さ
ん
・
眞
下
采
莉
さ
ん

去
来
川
結
愛
さ
ん
（
転
出
）

【
人
権
標
語
】

四
年

入
選

加
藤

仰
さ
ん

「
だ
れ
に
で
も

や
さ
し
く
で
き
る
そ
の
心

み
ん
な
の
え
が
お
の

第
一
歩
」

よ
い
お
年
を

一
四
日
、
片
山
の
中
森
則
雄
さ
ん
を
は
じ

め
、
十
四
名
の
地
域
の
方
の
指
導
の
も
と
、

五
年
生
の
子
ど
も
達
が
し
め
縄
を
作
り
ま
し

た
。
わ
ら
を
ひ
ね
る
事
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
、
橙
と
ウ
ラ

ジ
ロ
と
松
の
飾
り

を
結
わ
え
て
完
成

で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
大
事
そ
う
に

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

し
め
縄
を
飾
り
、

気
持
ち
よ
く
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

し
め
縄
だ
け
で
な
く
、
年
末
年
始
だ
か
ら

こ
そ
、
日
常
と
違
っ
た
経
験
も
で
き
ま
す
。

大
掃
除
を
し
た
り
、
親
戚
の
方
と
出
会
っ
た

り
、
お
年
始
回
り
を
し
た
り･

･
･
･

。
そ
ん
な

経
験
を
大
切
に
、
ど
う
ぞ
、
素
敵
な
冬
休
み

が
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
よ
い
お
年
を
。

一
月
の
行
事
予
定

七
日
（
月
）
（
冬
休
み
！
元
気
ひ
ろ
ば
）

八
日
（
火
）
始
業
式
・
一
斉
下
校
指
導

下
校
十
一
時
四
〇
分

九
日
（
水
）
個
人
懇
談
会
・
四
時
間
授
業

一
時
二
〇
分
最
終
下
校
（
十
五
日
ま
で
）

一
〇
日
（
木
）
個
人
懇
談
会
・
四
時
間
授
業

一
一
日
（
金
）
個
人
懇
談
会
・
四
時
間
授
業

一
五
日
（
火
）
個
人
懇
談
会
・
四
時
間
授
業

一
六
日
（
水
）
四
時
間
授
業
・
下
校
一
時
三
〇
分

一
七
日
（
木
）
五
年
韓
国
中
学
生
交
流

一
八
日
（
金
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
ベ
ル
マ
ー
ク
作
業

二
一
日
（
月
）
委
員
会
活
動

六
年
中
学
校
ク
ラ
ブ
見
学(

～
二
五
日)

二
二
日
（
火
）
一
年
七
草
つ
み

二
四
日
（
木
）
一
年
む
か
し
遊
び
体
験

二
八
日
（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動

三
〇
日
（
水
）
漢
字
検
定

三
一
日
（
月)

六
年
中
学
校
ク
ラ
ブ
体
験(

～
一
四
日)

Ｐ
Ｔ
Ａ
決
算
総
会
、
授
業
参
観
、
学
級
懇
談
は

三
月
一
日
（
火
）
午
後
か
ら
と
な
り
ま
す
。


